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況
等
の
報
告
。
ま
た
、
会
社
の
矛
盾
、
起
こ
る
べ
く

し
て
起
き
た
事
故
等
」
ま
さ
し
く
当
事
者
し
か
判
ら

な
い
詳
し
い
状
況
と
、「
マ
ス
コ
ミ
も
国
労
の
話
が

一
番
信
頼
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
、
国
労
が
会

社
へ
も
安
全
対
策
で
、
ま
と
も
な
要
求
を
し
て
い
る
」

と
語
ら
れ
た
。

後
さ
ん
は
「
百
名
を
越
え
る
会
議
な
ど
に
参
加
し

た
事
は
な
い
」「
弁
当
ま
で
出
る
会
議
な
ど
有
り
え

な
い
」「
東
京
は
活
気
が
あ
る
」
な
ど
の
感
想
を
話

し
、
私
た
ち
に
自
信
を
与
え
て
く
れ
た
。

続
い
て
、
相
模
支
部
の
斉
藤
副
委
員
長
か
ら
、
線

区
別
交
流
会
の
取
り
組
み
と
、
若
い
社
員
と
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

更
に
、
斉
藤
組
織
部
長
か
ら
集
会
基
調
が
以
下
の

七
点
に
亙
っ
て
提
起
さ
れ
た
。

一
、
昨
年
一
二
月
、
浦
和
駅
で
鈴
木
さ
ん
が
東
労

組
か
ら
国
労
に
加
入
。
彼
は
「
不
平
・
不
満
の
結
果

を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
話
を
真
剣
に
聞
い
て

対
応
し
て
く
れ
る
国
労
に
加
入
し
た
」
と
加
入
の
経

緯
を
話
し
、「
国
労
加
入
で
問
題
が
解
決
す
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
個
人
の
問
題
で
も
全
体
の

も
の
と
し
て
取
り
組
む
組
織
に
加
入
し
た
」「
東
労

組
の
『
数
は
力
』
は
人
数
の
事
で
、
国
労
の
『
数
』

は
人
数
で
は
な
く
人
材
の
数
」
と
話
し
加
入
し
た
。

こ
の
言
葉
に
応
え
、
真
剣
に
組
織
拡
大
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
合
い
た
い
。

二
、
尼
崎
の
列
車
脱
線
死
傷
事
故
は
、
人
命
を
預

か
る
企
業
の
重
い
責
任
を
認
識
さ
れ
ら
れ
た
。
安
全

対
策
を
後
回
し
に
し
て
電
車
を
走
ら
せ
る
会
社
、
労

働
環
境
を
無
視
し
て
電
車
を
運
転
さ
せ
る
会
社
に
物

も
言
え
な
い
労
働
組
合
で
は
意
味
が
な
い
。
原
点
に

は
話
し
合
え
る
分
会

組
織
が
あ
り
、
大
き

な
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
。

五
、
昨
年
以
降
、

地
本
で
五
名
加
入

し
、
世
話
役
活
動
や
、

職
場
で
の
助
け
合

い
、
思
い
や
り
あ
る

対
応
が
成
果
に
つ
な

が
っ
た
。
全
支
部
職

場
オ
ル
グ
、
全
職
協

組
織
対
策
を
取
り
組

ん
だ
。
こ
こ
で
は
詳
細
な
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、

大
い
に
今
後
の
対
策
に
役
立
つ
。
ま
た
、
青
年
部
・

青
対
部
と
新
採
オ
ル
グ
で
山
手
線
内
を
行
動
し
た

が
、
非
常
に
友
好
的
で
快
く
ビ
ラ
を
受
け
取
っ
て
も

ら
え
、
話
も
聞
い
て
く
れ
た
。
明
ら
か
に
国
労
に
対

し
て
の
見
方
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

六
、
職
場
で
の
共
通
点
は
、
所
属
組
合
に
関
係
な

く
、
話
の
中
心
は
仕
事
で
、
仕
事
が
で
き
な
い
と
会

社
に
も
若
い
社
員
に
も
物
が
言
え
ず
、
職
場
の
中
心

に
な
れ
な
い
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
と

し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
な
く
な
る
と
、
尼
崎
線
の

事
故
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
労
働
者
に
し
わ
寄
せ
が
く

る
。
積
極
的
に
業
務
に
精
通
し
、
経
営
問
題
の
分
析
、

改
善
要
求
を
提
案
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
事
が
必

要
。
職
場
で
中
心
と
な
り
、
国
労
の
運
動
を
拡
大
さ

立
ち
帰
り
労
働
組
合
を
考
え
た
い
。

三
、
事
故
時
、
救
助
に
参
加
し
な
か
っ
た
運
転
士

に
批
判
の
声
が
高
ま
っ
た
が
、
当
た
り
前
の
事
さ
え

反
論
で
き
な
い
職
場
の
人
間
関
係
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
の
中
止
を
考
え
て
も
言
い
出
せ
な
い
職
場
環
境
。

一
般
常
識
す
ら
通
用
し
な
い
会
社
人
間
が
評
価
さ
れ

る
職
場
が
問
題
。

四
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
、
東
労
組
だ
か
ら
許
さ
れ
る

風
土
は
な
く
な
り
、
命
綱
で
あ
っ
た
「
労
使
共
同
宣

言
」
も
薄
れ
た
。
分
会
組
織
が
機
能
し
な
い
東
労
組

は
、
不
平
・
不
満
も
組
織
で
き
て
い
な
い
。
国
労
に

せ
る
た
め
仕
事
総
点
検
運
動
を
広
め
、
組
織
拡
大
に

努
め
よ
う
。

七
、
本
日
の
報
告
を
職
場
へ
伝
え
、
労
組
法
で
定

め
ら
れ
た
運
動
、
当
た
り
前
の
運
動
に
全
力
を
あ
げ

る
事
。
そ
し
て
、
職
場
要
求
の
実
現
、
公
正
な
人
事
、

業
務
評
価
、
正
常
な
労
使
関
係
の
実
現
と
、
組
織
の

強
化
・
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
こ
の
集
会

の
課
題
と
し
、
基
調
と
す
る
。

午
後
に
入
り
、
六
分
散
会
を
開
き
、
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
や
努
力
を
報
告
し
合
い
、
今
後
の
拡
大
に

向
け
た
闘
い
を
全
体
で
議
論
し
合
っ
た
。

若
い
人
と
の
接
点
を
多
く
持
つ
青
年
部
の
仲
間
は

「
平
成
採
用
で
国
労
加
入
し
た
仲
間
は
、
今
で
も
少

な
か
ら
ず
差
別
を
受
け
て
い
る
。
多
く
の
職
場
で
平

成
採
用
者
と
の
つ
な
が
り
を
飲
み
会
や
レ
ク
等
で
持

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
仲
間
は
「
国
労
」
を
気
持
ち

の
中
に
感
じ
付
き
合
っ
て
い
る
と
思
う
。
私
た
ち
が

勇
気
を
持
っ
て
声
に
出
し
、
加
入
を
呼
び
か
け
て
み

る
べ
き
」
と
、
私
た
ち
の
気
持
ち
、
関
わ
り
方
に
つ

い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告
。

そ
の
後
の
全
体
集
会
で
六
分
散
会
の
座
長
よ
り
報

告
を
受
け
、
そ
の
中
で
「
今
、
国
労
加
入
し
て
い
な

く
て
も
、
若
い
人
達
は
国
労
を
よ
く
見
て
い
る
」
と

の
報
告
が
、
こ
の
間
の
成
果
を
物
語
っ
た
。

最
後
に
、
坂
本
青
年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
、
一
四
回
目
の
開
催
に
は
、
多
く
の
新
規
加
入

者
を
報
告
し
合
え
る
よ
う
に
全
体
で
確
認
し
合
っ
た
。

第
一
三
回
「
組
織
拡
大
・
労
働
条
件
改
善
経
験
交

流
集
会
」
が
七
月
九
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

宮
崎
教
宣
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
阿
部
委
員
長

の
情
勢
報
告
と
挨
拶
が
行
わ
れ
、
尼
崎
事
故
の
当
該

職
場
で
あ
る
京
橋
電
車
区
か
ら
、
二
四
歳
の
青
年
部

長
・
後
さ
ん
、
執
行
委
員
の
有
田
さ
ん
を
迎
え
て
、

特
別
報
告
を
受
け
た
。

百
名
を
越
え
る
参
加
者
に
対
し
て
、
近
畿
地
本
か

ら
来
て
い
た
だ
い
た
二
人
の
仲
間
は
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
事
故
以
降
、
日
勤
教
育
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、

国
労
へ
の
差
別
や
嫌
が
ら
せ
が
今
も
続
い
て
い
る
状

町
田
駅
の
近
く
、
集
合
ビ
ル
の
三
階
に
あ
る
相
模

支
部
は
、
分
割
民
営
化
後
、
地
域
本
社
四
分
割
に
伴

い
、
一
九
分
会
（
電
気
・
施
設
・
貨
物
を
含
む
）
で

発
足
し
、
現
在
は
、
南
武
線
・
横
浜
線
・
相
模
線
の

駅
職
場
の
み
で
構
成
さ
れ
、
一
一
分
会
・
二
〇
〇
名

弱
の
組
合
員
を
擁
す
る
。

年
間
行
動
と
し
て
、
旗
開
き
・
春
闘
総
決
起
集

会
・
現
場
長
申
し
入
れ
・
線
区
別
交
流
集
会
・
組
織

対
策
会
議
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
レ
ク
（
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
）
な
ど
を
取
り
組
み
、
執
行
委
員
会
は
定
例

で
月
一
回
、
分
会
長
会
議
は
不
定
期
だ
が
平
均
月
一

回
開
催
し
て
い
る
。

例
年
、
地
本
大
会
で
代
議
員
が
発
言
し
て
い
る
物

資
販
売
へ
の
画
期
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
今
年

も
一
組
合
員
三
千
円
を
目
標
に
取
り
組
み
、
執
行
部

が
先
頭
に
、
頒
布
会
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
各
分
会
で
物
資
販
売
担
当
者
を
決

め
、
支
部
で
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
他
労
組
に
も

広
げ
よ
う
と
、
職
場
で
の
議
論
を
い
た
だ
き
、
結
果

も
期
待
し
て
い
る
。
地
本
か
ら
の
提
起
に
も
分
会
に

投
げ
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
支
部
で
重
点
を
決
め
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

職
場
に
お
け
る
問
題
点
は
、
①
駅
に
導
入
さ
れ
始

め
た
Ｍ
Ｖ
三
〇
に
伴
う
、
お
客
様
か
ら
の
苦
情
、
超

勤
の
増
加
、
券
売
機
呼
び
出
し
不
対
応
な
ど
の
問
題

の
発
生
。
②
管
理
体
制
見
直
し
に
伴
う
車
椅
子
対
応

な
ど
へ
の
時
間
配
分
増
。
③
小
規
模
駅
で
の
委
託
化

の
進
行
（
五
駅
）
な
ど
。
Ｍ
Ｖ
三
〇
に
つ
い
て
は
会

社
側
も
検
証
期
間
を
設
け
て
い
る
が
見
直
し
に
向
け

た
申
を
提
出
し
た
。

中
沢
委
員
長
は
、「
情
勢
を
見
れ
ば
、
分
割
民
営

化
後
一
九
年
間
、
粘
り
強
い
職
場
か
ら
の
闘
い
の
中

で
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
有
効
に
活
用

し
、
他
労
組
と
の
日
常
的
な
つ
な
が
り
の
成
果
を
つ

な
げ
ら
れ
れ
ば
組
織
拡
大
は
で
き
る
。
こ
こ
二
〜
三

年
が
勝
負
の
年
だ
。
共
に
頑
張
る
。」
と
力
強
い
決

意
を
述
べ
た
。

（
国
労
相
模
支
部
教
宣
部
長
・
小
林
裕
二
）

支
部
役
員
の
皆
さ
ん

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
で

町
田
市
長
へ
要
請
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去
る
六
月
二
九
日
、
東
京
地
本
の
労
働
委
員
会

闘
争
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
弁
護
団
の
先
生
方
一

六
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
地
区
本
部
・
支
部

か
ら
二
九
名
の
参
加
の
も
と
で
、「
国
労
東
京
全
事

件
担
当
弁
護
団
・
各
地
区
・
支
部
代
表
・
法
対
部

長
会
議
」
を
開
催
し
た
。

会
議
は
、
鈴
木
法
対
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

座
長
に
宮
里
先
生
と
鈴
木
法
対
部
長
を
選
出
し
た

後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
阿
部
委
員
長
か
ら
、「
こ

こ
数
年
の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、
清
水
・
大
久

保
・
山
川
先
生
の
霊
に
哀
悼
の
意
を
表
明
す
る
と

と
も
に
、
弁
護
団
の
昼
夜
を
分
か
た
ぬ
ご
指
導
に

よ
り
、
こ
の
一
年
間
、
中
労
委
配
属
差
別
一
二
事

件
の
和
解
成
立
と
そ
の
後
の
人
事
異
動
の
状
況
、

で
中
労
委
命
令
を
基
本
的
に
維
持
し
た
判
決
と
緊

急
命
令
を
勝
ち
取
り
、
内
藤
君
の
職
場
復
帰
と
と

も
に
、
島
田
・
保
泉
両
君
も
復
帰
を
果
た
し
た
。

高
裁
で
は
一
期
日
で
結
審
し
、
現
在
東
京
高
裁
で

和
解
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
詰
め
に
来
て

い
る
旨
の
報
告
を
う
け
た
。

四
、
中
労
委
東
日
本
関
係
昇
進
差
別
六
事
件
の

和
解
協
議
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
福
田
先
生
よ
り
、

昨
年
一
二
月
か
ら
和
解
協
議
が
開
始
さ
れ
、
一
一

回
を
重
ね
て
い
る
が
、
救
済
の
期
間
と
範
囲
、
今

後
の
差
別
の
是
正
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
攻
防
が
行

わ
れ
て
お
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
本
年
度
の
昇

進
一
次
試
験
の
合
否
状
況
を
み
て
九
月
の
調
査
期

日
に
臨
む
態
勢
で
い
る
旨
の
報
告
を
う
け
た
。

五
、
組
合
バ
ッ
ジ
事
件
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

中
村
先
生
よ
り
、
神
奈
川
第
四
次
事
件
で
勝
利
命

令
を
取
り
、
会
社
が
再
審
査
の
申
し
立
て
を
行
っ

た
が
、
中
労
委
は
、
昇
進
事
件
の
和
解
協
議
に
集

中
し
て
い
る
た
め
、
調
査
期
日
の
指
定
も
さ
れ
て

い
な
い
。
昨
年
、
中
労
委
で
審
問
が
終
了
し
早
期

命
令
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
中
労
委
で
結
審
し
て

既
に
一
〇
年
も
経
過
し
て
い
る
神
奈
川
第
二
次
、

埼
玉
第
一
次
、
第
二
次
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め

て
中
労
委
に
要
請
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
行

も
中
断
し
て
い
る
状
態
で
、
今
後
ど
う
解
決
を
促

進
す
る
か
検
討
が
必
要
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。

六
、
不
採
用
事
件
の
新
た
な
訴
訟
の
提
起
に
つ

い
て
安
原
先
生
よ
り
、
本
部
と
常
任
弁
護
団
で
検

討
を
し
て
き
た
経
過
が
報
告
さ
れ
た
。

東
京
地
裁
に
お
け
る
鶴
見
駅
解
雇
・
配
転
差
別
事

件
の
勝
利
判
決
と
緊
急
命
令
の
獲
得
、
都
労
委
貨

物
二
％
手
当
差
別
事
件
の
勝
利
命
令
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
」
を
報
告
し
、
あ
ら
た
め
て

先
生
方
の
ご
尽
力
に
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
と
と

も
に
、
当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
み
の
決

意
を
明
ら
か
に
し
た
。

続
い
て
、
当
面
す
る
情
勢
と
課
題
に
つ
い
て
、

国
労
本
部
吉
田
書
記
長
か
ら
、
①
八
月
末
に
第
七

三
回
定
期
全
国
大
会
の
開
催
を
予
定
。
②
福
知
山

線
事
故
の
問
題
点
と
安
全
問
題
を
重
視
し
て
職
場

か
ら
の
闘
い
の
強
化
。
③
不
採
用
問
題
に
つ
い
て

政
治
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が

目
に
見
え
た
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
。
闘
争
団
の

要
求
を
明
確
に
し
、
団
結
の
回
復
を
図
っ
て
き
て

い
る
こ
と
な
ど
の
提
起
を
受
け
た
。

以
後
、
各
事
件
を
担
当
す
る
先
生
方
よ
り
、
事

件
の
現
状
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
頂
い
た
。

一
、
配
属
差
別
一
二
事
件
の
和
解
協
議
の
経
過
と

履
行
状
況
に
つ
い
て
安
原
先
生
よ
り
、
和
解
に
至
る

経
過
及
び
、
成
果
と
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
を
う
け

た
。
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
所
の
統
廃
合
に
伴
う
人
事

異
動
で
は
、
東
京
地
裁
で
和
解
し
た
東
京
七
電
車
区

事
件
等
の
不
履
行
分
も
今
回
発
令
を
し
た
こ
と
は
、

前
進
面
と
し
て
評
価
で
き
る
点
で
あ
る
が
、
一
部
に

問
題
点
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

二
、
貨
物
関
係
に
つ
い
て
、
高
木
先
生
よ
り
①

二
％
増
額
支
給
事
件
に
つ
い
て
、
会
社
が
再
審
査

の
申
し
立
て
を
行
い
、
組
合
も
再
審
査
申
し
立
て

を
行
っ
た
が
、
東
京
地
裁
に
取
り
消
し
訴
訟
を
申

し
立
て
た
。
組
合
側
は
早
期
に
命
令
の
確
定
を
求

め
て
、
中
労
委
の
再
審
査
申
し
立
て
を
取
り
下
げ
、

行
訴
で
争
う
方
針
を
と
る
こ
と
に
し
、
裁
判
所
に

行
訴
法
二
二
条
に
基
づ
く
第
三
者
参
加
の
申
し
立

て
を
行
い
、
職
権
で
会
社
の
訴
訟
参
加
を
求
め
て

行
く
考
え
で
い
る
と
の
報
告
を
う
け
た
。

三
、
鶴
見
駅
懲
戒
解
雇
、
配
転
差
別
事
件
に
つ

い
て
は
、
福
田
先
生
よ
り
、
昨
年
九
月
東
京
地
裁

以
上
、
各
先
生
方
の
報
告
を
受
け
た
後
に
、
質
疑

に
入
っ
た
。
配
属
差
別
事
件
で
は
、
一
八
年
ぶ
り
に

職
場
復
帰
を
果
た
し
た
が
、
本
務
職
場
に
復
帰
し

た
喜
び
と
と
も
に
、
職
場
に
慣
れ
て
仕
事
を
こ
な
し

て
い
く
の
に
苦
労
し
て
い
る
実
態
の
報
告
が
さ
れ

た
。
ま
た
、
一
部
支
社
で
は
、
和
解
条
項
の
不
履

行
状
態
が
み
ら
れ
る
の
で
引
き
続
き
履
行
を
求
め

る
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

昇
進
試
験
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
受
験
者
数
を

五
割
も
増
加
し
た
が
、
一
般
常
識
の
試
験
の
難
し

さ
は
感
じ
た
が
、
で
き
た
と
い
う
手
ご
た
え
も
あ

る
の
で
、
結
果
発
表
が
楽
し
み
で
あ
る
と
の
感
想

が
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
う
け
て
、
笹
原
書
記
長
か
ら
、

本
日
の
会
議
を
う
け
て
引
き
続
き
差
別
是
正
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
組
織
拡
大
に
全
力

を
あ
げ
る
決
意
を
述
べ
て
集
約
と
し
、
閉
会
し
た
。


